
平成 23 年 6 月 2 日 

国際交流委員会 

＜異文化体験しませんか？＞ 

APU(立命館アジア太平洋大学)見学ツアー 

 九州にある APU を訪問しアジア各国からの留学生との 

交流を通じ、異文化を体験してみませんか？ 

 

日 時：7 月 21 日(木)～7 月 23 日(土) 

行 程：7 月 21 日大阪南港夜発(フェリー船中泊) 

    7 月 22 日朝着 交流開始(一日) APU セミナーハウス泊 

    7 月 23 日午前交流  午後帰阪(新幹線) 夕方大阪着 

 

交流内容は、左の表を参照してください。 

(内容の詳細については検討中) 

費 用：２２、０００円程度(8 名以上参加の場合) 昼食代別 

  （参加者 8 名以下の場合は費用を再提示し参加不参加を決定して貰います） 

 

APU についての質問は 英語科 山本(暢)まで 

申込は 6 月 24 日までに、職員室 宮根 または 英語科 山本(暢)まで 

提出してください 

 

                                                                              

 

                      平成 23 年  月   日 

 

APU 見学ツアーに申し込みます 

 

(   )年(   )組(   )番 

 

生徒氏名（                      ） 

 

保護者氏名（                   印  ） 

 

 



 

 
日時；

月／日 場所

9:00 以降
ロータリー→

教室→カフェテリア

9:30 ～ 11:30 教室棟

11:30 ～ 12:30 カフェテリア

12:40 ～ 13:40

13:40 ～ 17:00

17:00 ～ 17:30 APハウスⅡセミナーハウス

17:30 ～ 18:30 カフェテリア

19:00 ～ 20:00 APハウスⅡセミナーハウス

月／日 場所

8:00 ～ APハウスⅡセミナーハウス

8:30 ～ 9:30 カフェテリア

9:30 ～ 11:00

11:00 ～ 11:20

11:30 ～ 12:10 カフェテリア

12:30 頃 ＡＰＵ出発 ロータリー

※PRENGO（ﾌﾟﾚﾝｺﾞ)は、タイの農村部で教育支援を中心に行うAPUの学生NGO団体です。

※ハビタットAPUは、世界で住居建設支援を行う国際NGOの学生支部です。

開校式（学生も参加します）

　①生徒代表挨拶
　②ＧＡＳＳ（ＡＰＵ学生）自己紹介
　③大学紹介（30分）

　⑤アイスブレーキングゲーム（10分）
　④キャンパスツアー（30分）
　　　・・・学生が学生生活を紹介しながらキャンパス施設を案内します。

　⑤テーマ設定
　　　・・午後からのディスカッションのテーマをグループで話し合います。

国際交流 (国際学生３～５人）
　ＡＰＵ国際学生自己紹介
　言語・文化紹介、

　　・・・国際学生が出身国の言語や文化を紹介します。
　　　　プレゼンテーション形式で行います。

教室棟

ＡＰＵ学生団体によるワークショップ（ＰＲＥＮＧＯ、ハビタットなど）
　・・・世界に目を向け活動する学生団体に依頼します。

活動内容の報告以外に、ワークショップ形式で世界の現状への理解を拡げます。
日本人学生が中心となって日本語で行います。

※学生団体GASS(ｶﾞｽ）は、高校生にAPUを紹介する活動を行う学生団体です。研修時にはキャンパスツアーなどの施設案内や誘導を行い、
　プログラムに合わせて進行やサポートを担当します。

移動、ＡＰハウスチェックイン

夕食（各自支払　500円程度）

朝食（各自支払い　400円程度）

APU到着、教室へ移動

昼食（各自支払　500円程度）

昼食（各自支払　500円程度）

チェックアウト
　・・・清掃点検があります。
　　　チェックアウト後、荷物を持ってカフェテリアへ。

大阪府立和泉高等学校様　スケジュール案

時間

1日目

教室棟

入浴／翌日の自己紹介の練習、翌日の交流に向けたテーマ設定など

プログラム

閉校式
　①ＧＡＳＳより

　②高校生徒代表より
　③アンケート記入

時間

７月22日（金）～23日（土）

7月22日（金）

7月23日（土）

プログラム

テーマ学習（グループ活動）

　　①ディスカッション・・
　　国際学生とテーマに基づく意見交換を行います。
　　「将来の夢」「平和」「環境」ｅｔｃ・・グループごとに事前のテーマ設定が必要です。

　　②発表準備・・グループ毎のテーマに沿って発表準備をします。
　　国別の比較や、意見をまとめたものなどを発表するため、

　　グループで発表方法を工夫し、準備を行います。
　　（模造紙やペンなどを使用の場合はお持ちください）
　　国際学生が１つのグループに固定で補助にあたります。（60～90分程度）

　　③発表・・・国際学生との交流を通して学んだことを
　　　　グループごとに発表してます。（１グループ5～10分程度）

　　④引率の先生方、国際学生より講評


